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日薬連の主な取組
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１．医薬品のサプライチェーン強化

２．医薬品供給状況の見える化の推進



必須医薬品等のサプライチェーン強化に関する対応

FPMAJ 3

１．医薬品のサプライチェーン強化

「医療用医薬品の安定確保策に関する関係者会議」で示された今後の取組に対応する形で、日薬連 安定確保
委員会として下記、平時からの安定供給に対する課題を抽出し改善する検討を進めている。

2020年9月
「医療用医薬品の安定確保策に関する関係者会議」取りまとめ概要資料より

【日薬連 安定確保委員会としての対応 】

■サプライチェーンマッピング調査への協力

■安定供給に係る自己点検の強化

2020年9月
「医療用医薬品の安定確保策に関する関係者会議」取りまとめ概要資料より



サプライチェーンマッピング調査への協力
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• 2020年 安定確保医薬品選定のためのサプライチェーン調査を当局に協力して実施。
※注射剤（令和2年11月27日事務連絡） 固形・外用剤（令和2年12月2日事務連絡）

• 抗菌剤Key Drug 10品目に関しては当局でマッピングが実施された。
• 2022年9月 経済安全保障推進法下 カテゴリA 21成分に対する調査に協力。
• 2022年9月 カテゴリB,C品の詳細調査絞り込みのためのアンケート調査に協力。
• 現在絞り込まれた数十製品の詳細調査が進められている。
➡今後、業界としても安定確保医薬品に関してのサプライチェーン強化の調査や取組等に協力していく。

サプライチェーンの強靱化に向け、当局において、安定確保医薬品のサプライチェーンマッピング（出発原料から、中間体、
原薬、製剤に至る全工程を製造所別に整理）が実施されており、今後も業界としても協力しサプライチェーンの強化に
寄与していく。

2022年3月25日
「第6回 医療用医薬品の安定確保策に関する関係者会議」資料より

１．医薬品のサプライチェーン強化



安定供給に係る自己点検チェックリスト作成の背景および対応
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【日薬連の対応】
2019年7月 一部抗菌薬の原薬調達に起因する供給不安を受け、いち早く原薬に係るリスクを察知し
安定供給体制の確保に向けた対策を取ることを目的に、自己点検のチェックリスト（企業向け）を策定
➡傘下団体へ周知

【自己点検チェックリスト 作成の背景】

• 2018年頃 海外原薬の一部抗菌剤の複数ソースで同時的に供給不安が発生した
• 問題が発生する以前から自社の供給体制のリスク評価を行う「自己点検」の重要性が顕在化した
• 重要医薬品の安定供給を図るための自己点検に関する業界共通の物差しがなかった
• 当時の日薬連 3委員会（保険薬価研究委員会、薬制委員会、品質委員会）共同でチェックリスト作成

１．医薬品のサプライチェーン強化



安定供給に係る自己点検チェックリストの課題
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2021年 安定確保医薬品を有する企業に対し、自己点検チェックリストの活用実態の調査を実施。

• カテゴリAを保有している会社においても、自己点検を実施していない会社が確認された（実施率：76%）。
• 「自己点検未実施」の会社では、自社のマニュアルを用いた自己点検を実施している会社が多かった。
• 実施している会社のうち、約4割が年に1回以上、自己点検を実施。

• 安定確保医薬品を有する会社においても自己点検が完全には定着していない。
• 現在のチェックリストは原薬の調達リスクに特化しており、製剤製造所の品質問題、コロナ/ウクライナ情勢
のようなカントリーリスク等、昨今の状況を含んでいない。

【課題】

2022年3月 安定確保策に関する関係者会議にて、委員の皆様より活用実態について指摘をいただいた。
課題を確認し、見直しを検討。

１．医薬品のサプライチェーン強化



2022.3.25 「第6回 医療用医薬品の安定確保策に関する関係者会議」での
ご意見と日薬連の対応
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【委員の皆様からご意見・指摘点】

 自己点検の自社マニュアルと業界マニュア
ルとの一致性はどの程度か

 2019年策定の自己点検チェックリストは
原薬の供給不安の際に作成されたもので、
現在の供給問題を包含していない

 再徹底の時期、時間的な対応を明確に

【日薬連の対応】

◼ 自己点検チェックリストの全面的見直し

◼ 当会議で選定された「安定確保医薬品」
の組込みを実施

◼ 各社に当該チェックリストを用いた実施の
ための責任体制を設けるように依頼

◼ その上で、実施の再徹底と、活用実態に
関する調査を定期的に行うことを通知

１．医薬品のサプライチェーン強化



安定供給に係る自己点検チェックリストの強化
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➡自己点検チェックリストの見直し
2022年11月に日薬連通知にて傘下団体へ発出し周知

【自己点検チェックリストの見直しのポイント】

◼ 2018年の抗菌剤問題を受けて原薬に特化したチェックリストとなっている

→昨今の製剤製造所の不祥事などを受け、製剤製造所の項目を充実させる

◼品質問題（査察不適合、データ完全性違反）が多発

→品質システムに関するチェック項目リストを拡充させる

◼環境問題や紛争などによる供給不安が増加

→環境や地政学的リスクに関する項目を追加する

◼当時、安定確保医薬品の定義が無かったため薬剤の重要性に係るチェックリストが複雑であった。

→設定された安定確保医薬品に重点を置くチェックリストとする

FPMAJ

１．医薬品のサプライチェーン強化



安定供給に係る自己点検チェックリスト更新版の周知徹底
（2022.11.2 日薬連発第768号 発出）

◼自己点検の信頼性を確保するために、
点検責任者を設置し、管理手順を整備するよう
依頼。

◼問題が発覚した場合、当局への相談を早期に
行う事を指示。

◼活用状況について、後日アンケート調査を実施し、
調査結果を公表する事を記載。

（※2023年8月以降 調査予定）
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（※別添資料参照）

１．医薬品のサプライチェーン強化



より効果的な自己点検とするために

活用実態アンケート調査に下記の内容を盛り込み、実施の有無だけではなく業界としてより
効果的な「自己点検」の在り方を模索するとともに、各社の自己点検の徹底を図る。

◼未実施の企業への実施の徹底を促す

◼自己点検による問題発覚とその是正措置の具体例の抽出

◼チェックリストに関しての各社の意見 ⇒チェックリストの更なる見直し
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⇒定期的な確認の徹底により、業界全体で問題が顕在化する前の発見を推進する

１．医薬品のサプライチェーン強化



日薬連の主な取組
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１．医薬品のサプライチェーン強化

２．医薬品供給状況の見える化の推進



医薬品の供給状況に関する課題と対応
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医薬品企業各社の「供給」に対する考え方がバラバラで
あり、業界として統一されていない。

✓ 出荷調整（限定出荷）の切迫感がわからない。

医薬品の供給状況について網羅的、又は一元的な情報源
がない。

✓ 代替を探すのに手間がかかる。
✓ 他社の動向が把握できず、限定出荷解除が困難
✓ 情報不足による、過剰注文

課 題

「医療用医薬品の供給状況に関する用語の定義」
出荷量の状況と製造販売業者の対応状況の２つの軸にて医薬
品の供給状況を定義し、業界内での浸透を図った

「供給実態に関する調査（全体調査）（年1回）」
ー 数量調査 ー

すべての医薬品を対象として、供給状況の実態（通常出荷・限定
出荷・出荷停止）を網羅的に把握（割合等の把握）

「医薬品供給状況調査（3か月毎）」
ー 個別医薬品のステータス ー
各品目の供給状況の実態に関して、医薬品毎に状況を把握し、
日薬連ホームページに公表

対 応

２．医薬品供給状況の見える化の推進



安定供給に関するアンケート調査（全体調査）の結果と課題

FPMAJ 13

2022年8月末

2021年8月末

 「出荷停止」品目が2021年調査の743品目から2022年調査では1,099品
目と増加した。

 同「出荷停止」品目の約65％（683品目）は行政処分を受けた企業による
ものであり、行政処分を受けた企業の製品が滞ることにより、医薬品供給全体
に影響を与えていることが窺える。
※行政処分を受けた企業には他社の製品の受託製造もおこなっており、行政処分を受け
た企業による出荷停止品目数は、これ以上であると推測される。

 同「出荷停止」品目の増加の影響を受け、他社品の影響による限定出荷品目
も増加し、医薬品全体の供給状況が悪化している。

対策の検討には、個別医薬品の状況まで調査・分析が必要

課題

２．医薬品供給状況の見える化の推進
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調査 調査対象 対象品目数

1回目 2022年5月 2022年4月末時点で、1銘柄でも「出荷調整」が行われていることが確認できた成分規格の内、
2019年10月～12月、2020年1月～3月の対前々年同規格との比較で、どちらの3か月をみ
ても供給量が5％以上増加、あるいは20％以上減少している成分規格の全銘柄

390成分規格
3,107収載銘柄
対象企業129社

2回目 2022年9月 2022年7月時点で、薬価収載されている、後発品、後発品のある先発品、準先発品（2021
年12月10日の経済課長通知品目、5月度の調査品目を含む）

2,491成分規格
11,784収載銘柄
対象企業250社

3回目 2022年11月 2022年10月末時点で薬価収載されている全ての医療用医薬品 6,698成分規格
19,336収載銘柄
対象企業330社

4回目 2023年2月 2023年1月末時点で薬価収載されている全ての医療用医薬品 ６,644成分規格
19,541収載銘柄
対象企業331社

• 2022年5月より、後発品の個々の銘柄別の供給情報を公表し、供給不安解消の一助とするために開始。
（供給側：限定出荷解除促進、購入側：在庫等の不安解消）

• 徐々に調査対象品目を拡大し、2022年12月公表分からは全医薬品を対象。
• 調査にて得られた個別医薬品のステータスは、日薬連ホームページに公表。個社HPでも公表を依頼。

医薬品供給状況調査（3か月毎） 概要
２．医薬品供給状況の見える化の推進
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2022年5月・8月度調査対象区分 薬剤区分 成分 規格 製造販売承認企業 製品名 製品区分 出荷量の状況 製造販売業者の対応状況

出荷停止又は

限定出荷の解消

見込み時期

内用薬 ｄｌ－イソプレナリン塩酸塩 １５ｍｇ１錠 興和 プロタノールＳ錠１５ｍｇ B.出荷量減少 ①通常出荷

内用薬 ｄｌ－イソプレナリン塩酸塩 ７．５ｍｇ１カプセル 科研 イソメニールカプセル７．５ｍｇ 先発品 A.出荷量通常 ①通常出荷

内用薬 ｄｌ－メチルエフェドリン塩酸塩 １０％１ｇ ニプロＥＳファーマ メチエフ散１０％ A.出荷量通常 ①通常出荷

内用薬 ｄｌ－メチルエフェドリン塩酸塩 １０％１ｇ 扶桑 メチルエフェドリン散１０％「フソー」 A.出荷量通常 ①通常出荷

内用薬 ｄｌ－メチルエフェドリン塩酸塩 １０％１ｇ 三恵 ｄｌ－メチルエフェドリン塩酸塩散１０％「三恵」 B.出荷量減少 ③限定出荷(他社品の影響) 2022年12月中旬

内用薬 ｄｌ－メチルエフェドリン塩酸塩 １０％１ｇ 丸石 ｄｌ－メチルエフェドリン塩酸塩散１０％「マルイシ」 A.出荷量通常 ①通常出荷

内用薬 ｄｌ－メチルエフェドリン塩酸塩 １０％１ｇ 中北 ｄｌ－メチルエフェドリン塩酸塩散１０％「メタル」 A.出荷量通常 ①通常出荷

2022年8月調査 内用薬 ｄ－クロルフェニラミンマレイン酸塩 ０．０４％１０ｍＬ 高田 ポララミンシロップ０．０４％ 準先発品 A.出荷量通常 ①通常出荷

2022年8月調査 内用薬 ｄ－クロルフェニラミンマレイン酸塩 ０．０４％１０ｍＬ 東和薬品 ｄ－クロルフェニラミンマレイン酸塩シロップ０．０４％「トーワ」 後発品 C.出荷量支障 ①通常出荷

2022年8月調査 内用薬 ｄ－クロルフェニラミンマレイン酸塩 ０．０４％１０ｍＬ 鶴原 ｄ－クロルフェニラミンマレイン酸塩シロップ０．０４％「ツルハラ」 後発品 A.出荷量通常 ①通常出荷

2022年8月調査 内用薬 ｄ－クロルフェニラミンマレイン酸塩 ０．０４％１０ｍＬ 日新製薬 ｄ－クロルフェニラミンマレイン酸塩シロップ０．０４％「日新」 後発品 A.出荷量通常 ③限定出荷(他社品の影響) 未定

内用薬 ｄ－クロルフェニラミンマレイン酸塩 ０．２％１ｇ 高田 ポララミンドライシロップ０．２％

内用薬 ｄ－クロルフェニラミンマレイン酸塩 １％１ｇ 高田 ポララミン散１％

内用薬 ｄ－クロルフェニラミンマレイン酸塩 ２ｍｇ１錠 高田 ポララミン錠２ｍｇ

2022年8月調査 内用薬 ｄ－クロルフェニラミンマレイン酸塩 ２ｍｇ１錠 武田テバファーマ ｄ－クロルフェニラミンマレイン酸塩錠２ｍｇ「武田テバ」 後発品 A.出荷量通常 ①通常出荷

2022年8月調査 内用薬 ｄ－クロルフェニラミンマレイン酸塩 ６ｍｇ１錠 武田テバファーマ ｄ－クロルフェニラミンマレイン酸塩徐放錠６ｍｇ「武田テバ」 後発品 A.出荷量通常 ①通常出荷

内用薬 Ｄ－ソルビトール １０ｇ 丸石 Ｄ－ソルビトール原末「マルイシ」 D.出荷停止 -

内用薬 Ｄ－ソルビトール ６５％１０ｍＬ 丸石 Ｄ－ソルビトール内用液６５％「マルイシ」 A.出荷量通常 ①通常出荷

内用薬 Ｄ－ソルビトール ７５％１０ｍＬ 興和 Ｄ－ソルビトール経口液７５％「コーワ」 B.出荷量減少 ①通常出荷

内用薬 Ｌ－アスパラギン酸カリウム ３００ｍｇ１錠 ニプロＥＳファーマ アスパラカリウム錠３００ｍｇ A.出荷量通常 ③限定出荷(他社品の影響) 未定

2022年5月調査 80%以下 内用薬 Ｌ－アスパラギン酸カリウム ３００ｍｇ１錠 共和薬品 Ｌ－アスパラギン酸Ｋ錠３００ｍｇ「アメル」 後発品 D.出荷停止 - 未定

内用薬 Ｌ－アスパラギン酸カリウム ５０％１ｇ ニプロＥＳファーマ アスパラカリウム散５０％ A.出荷量通常 ①通常出荷

内用薬 Ｌ－アスパラギン酸カリウム・Ｌ－アスパラギン酸マグネシウム （１５０ｍｇ）１錠 田辺三菱 アスパラ配合錠 A.出荷量通常 ①通常出荷

内用薬 Ｌ－アスパラギン酸カルシウム １錠 ニプロＥＳファーマ アスパラ－ＣＡ錠２００ A.出荷量通常 ①通常出荷

2022年8月調査 内用薬 Ｌ－アスパラギン酸カルシウム １錠 沢井 Ｌ－アスパラギン酸Ｃａ錠２００ｍｇ「サワイ」 後発品 A.出荷量通常 ③限定出荷(他社品の影響) 未定

2022年8月調査 内用薬 Ｌ－アスパラギン酸カルシウム １錠 東和薬品 Ｌ－アスパラギン酸Ｃａ錠２００ｍｇ「トーワ」 後発品 A.出荷量通常 ③限定出荷(他社品の影響) 未定

内用薬 Ｌ－アルギニン・Ｌ－アルギニン塩酸塩 １ｇ ＥＡファーマ アルギＵ配合顆粒 先発品

内用薬 Ｌ－エチルシステイン塩酸塩 １００ｍｇ１錠 ニプロＥＳファーマ チスタニン糖衣錠１００ｍｇ 先発品 A.出荷量通常 ③限定出荷(他社品の影響) 未定

2022年8月調査 内用薬 Ｌ－カルボシステイン ２５０ｍｇ１錠 杏林 ムコダイン錠２５０ｍｇ 長期収載品 A.出荷量通常 ③限定出荷(他社品の影響) 未定

2022年8月調査 内用薬 Ｌ－カルボシステイン ２５０ｍｇ１錠 沢井 カルボシステイン錠２５０ｍｇ「サワイ」 後発品 A.出荷量通常 ③限定出荷(他社品の影響) 未定

2022年8月調査 内用薬 Ｌ－カルボシステイン ２５０ｍｇ１錠 東和薬品 カルボシステイン錠２５０ｍｇ「トーワ」 後発品 A.出荷量通常 ③限定出荷(他社品の影響) 未定

2022年8月調査 内用薬 Ｌ－カルボシステイン ２５０ｍｇ１錠 武田テバファーマ カルボシステイン錠２５０ｍｇ「テバ」 後発品 D.出荷停止 -

2022年8月調査 内用薬 Ｌ－カルボシステイン ２５０ｍｇ１錠 日本ジェネリック カルボシステイン錠２５０ｍｇ「ＪＧ」 後発品 A.出荷量通常 ④限定出荷(その他) 未定

2022年8月調査 内用薬 Ｌ－カルボシステイン ２５０ｍｇ１錠 辰巳 カルボシステイン錠２５０ｍｇ「ＴＣＫ」 後発品 C.出荷量支障 ②限定出荷(自社の事情) 未定

2022年8月調査 内用薬 Ｌ－カルボシステイン ２５０ｍｇ１錠 鶴原 カルボシステイン錠２５０ｍｇ「ツルハラ」 後発品 A.出荷量通常 ①通常出荷

内用薬 Ｌ－カルボシステイン ２５０ｍｇ１錠 日医工岐阜 カルボシステイン錠２５０ｍｇ「ＮＩＧ」 後発品 A.出荷量通常 ③限定出荷(他社品の影響)

2022年8月調査 内用薬 Ｌ－カルボシステイン ５％１ｍＬ 杏林 ムコダインシロップ５％ 長期収載品 A.出荷量通常 ①通常出荷

2022年8月調査 内用薬 Ｌ－カルボシステイン ５％１ｍＬ 高田 カルボシステインシロップ５％「タカタ」 後発品 A.出荷量通常 ①通常出荷

2022年8月調査 内用薬 Ｌ－カルボシステイン ５％１ｍＬ 大興 カルボシステインシロップ５％「ＪＧ」 後発品 A.出荷量通常 ①通常出荷

2022年8月調査 内用薬 Ｌ－カルボシステイン ５％１ｍＬ 東和薬品 カルボシステインシロップ小児用５％「トーワ」 後発品 A.出荷量通常 ①通常出荷

2022年8月調査 内用薬 Ｌ－カルボシステイン ５％１ｍＬ 武田テバファーマ カルボシステインシロップ小児用５％「テバ」 後発品 D.出荷停止 -

2022年8月調査 内用薬 Ｌ－カルボシステイン ５％１ｍＬ 鶴原 カルボシステインシロップ５％「ツルハラ」 後発品 A.出荷量通常 ①通常出荷

内用薬 Ｌ－カルボシステイン ５％１ｍＬ 日医工岐阜 カルボシステインシロップ小児用５％「ＮＩＧ」 後発品 A.出荷量通常 ①通常出荷

2022年8月調査 内用薬 Ｌ－カルボシステイン ５０％１ｇ 鶴原 カルボシステイン細粒５０％「ツルハラ」 後発品 A.出荷量通常 ①通常出荷

2022年8月調査 内用薬 Ｌ－カルボシステイン ５０％１ｇ（DS） 杏林 ムコダインＤＳ５０％ 長期収載品 A.出荷量通常 ①通常出荷

2022年8月調査 内用薬 Ｌ－カルボシステイン ５０％１ｇ（DS） 高田 カルボシステインＤＳ５０％「タカタ」 後発品 A.出荷量通常 ①通常出荷

2022年8月調査 内用薬 Ｌ－カルボシステイン ５０％１ｇ（DS） 鶴原 カルボシステインＤＳ５０％「ツルハラ」 後発品 A.出荷量通常 ①通常出荷

2022年8月調査 内用薬 Ｌ－カルボシステイン ５０％１ｇ（DS） 武田テバファーマ カルボシステインドライシロップ５０％「テバ」 後発品 D.出荷停止 -

2022年8月調査 内用薬 Ｌ－カルボシステイン ５０％１ｇ（DS） 東和薬品 カルボシステインＤＳ５０％「トーワ」 後発品 A.出荷量通常 ③限定出荷(他社品の影響) 未定

医薬品の供給状況に関する調査結果（一覧抜粋）

 同調査結果について、成分規格ごとの「出荷量の
状況」、「製造販売業者の対応状況」、「出荷停
止又は限定出荷の解除見込み時期」等を一覧化
し、日薬連HPに公表。

 この一覧を確認することにより、各ステークホルダー
は各製品の状況を把握することが可能に。

➡供給側：限定出荷解除の促進へ
➡購入側：供給不安解消の一助へ

個別医薬品の供給状況（ステータス）公表

２．医薬品供給状況の見える化の推進
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供給状況の見える化を活用した対応（限定出荷解除促進）

• これまでは、同成分規格の製品の供給状況が見えず、各社「限定出荷」の解除に踏み切れないケースがあった。
• 調査結果から、成分規格全体として「通常出荷」となる可能性のある成分規格233をリスト化し、製造販売企業に
対して「限定出荷」の解除の検討を日薬連から依頼し、供給不安解消の取組を実施。

成分 規格 製品 製品区分 出荷量の状況
製造販売業者の
対応状況

●● 5 mg錠

A 長期収載品 A.出荷量通常 ①通常出荷

B 後発品 A.出荷量通常 ①通常出荷

C 後発品 A.出荷量通常 ①通常出荷

D 後発品 A.出荷量通常 ①通常出荷

E 後発品 A.出荷量通常 ①通常出荷

F 後発品 A.出荷量通常 ③限定出荷（他社品の影響）

「限定出荷」となっている品目
の限定出荷を解除することで
成分規格全体として
「通常出荷」となる可能性あり。

FPMAJ

２．医薬品供給状況の見える化の推進
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その結果、製造販売企業に対して「限定出荷」の解除の検討を依頼した233の成分規格については、
2か月後（※）、29成分規格で全ての品目が「通常出荷」となり、77成分規格で「限定出荷」品目数が減少した。

成分 規格

内用薬 ｄｌ－メチルエフェドリン塩酸塩 １０％１ｇ

内用薬 オオウメガサソウエキス・ハコヤナギエキス配合剤 １錠

内用薬 クアゼパム １５ｍｇ１錠

内用薬 クアゼパム ２０ｍｇ１錠

内用薬 クロルマジノン酢酸エステル ２５ｍｇ１錠

内用薬 コハク酸ソリフェナシン ２．５ｍｇ１錠

内用薬 シベンゾリンコハク酸塩 ５０ｍｇ１錠

内用薬 シベンゾリンコハク酸塩 １００ｍｇ１錠

内用薬 シロスタゾール １００ｍｇ１錠

内用薬 タムスロシン塩酸塩 ０．２ｍｇ１カプセル

内用薬 ナルフラフィン塩酸塩 ２．５μｇ１カプセル

内用薬 ミグリトール ５０ｍｇ１錠（OD）

内用薬 ミグリトール ２５ｍｇ１錠（OD）

内用薬 リスペリドン １ｍｇ１錠（OD）

内用薬 リスペリドン ３ｍｇ１錠（OD）

成分 規格

内用薬 リトドリン塩酸塩 ５ｍｇ１錠

内用薬 レベチラセタム ２５０ｍｇ１錠

内用薬 ロスバスタチンカルシウム １０ｍｇ１錠

内用薬 ワルファリンカリウム １ｍｇ１錠

内用薬 人参湯エキス １ｇ

注射薬 アミノフィリン ２．５％１０ｍＬ１管

注射薬 アレンドロン酸ナトリウム ９００μｇ１００ｍＬ１袋

注射薬 グラニセトロン塩酸塩 ３ｍｇ１００ｍＬ１袋

注射薬 グラニセトロン塩酸塩 ３ｍｇ５０ｍＬ１袋

注射薬 ドセタキセル ２０ｍｇ１ｍＬ１瓶

注射薬 ニトログリセリン ５ｍｇ１０ｍＬ１管

外用薬 カルプロニウム塩化物 ５％１ｍＬ

外用薬 フェルビナク ３％１ｍＬ

外用薬 精製ヒアルロン酸ナトリウム ０．３％５ｍＬ１瓶

※逆に「限定出荷」品目が増加した成分規格が31あり

※12月下旬結果公表・依頼、2月上旬状況確認

供給状況の見える化を活用した対応（限定出荷解除促進）

２．医薬品供給状況の見える化の推進



【課題】

① 現状の調査では、供給不足状況の詳細まで把握できない（原因、今後の見通し等が見えない）。

② 供給状況の開示（成分規格ごと）に関し、3か月毎の調査に留まっている。

③ 回答内容の不備および未回答の会社が存在する。

FPMAJ 18

供給状況見える化に関する課題と対応

【対応】

① 流通の各関係者が供給不足・不安の解消に向けより詳細な分析を行うため、調査項目を追加し
収集情報を拡大（➡2023年4月～）

② よりタイムリーな情報を提供するために、「供給状況にかかる調査」の頻度を1か月に1回に変更する
（➡2023年5月～ ※4月時の調査）

③ 日薬連傘下団体・企業に対して調査への協力と適切な回答を徹底する

※➡上記①②③について、2023年3月7日 業界内説明会で説明・依頼・徹底を行った

２．医薬品供給状況の見える化の推進


